
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

25 日間の冬休みが終わり、1月 16日(水)から 3学期が始まりました。冬

休み中には大きな事故やケガの報告もなく、各家庭で落ち着いた生活ができ

たものと思います。ありがとうございました。 

 始業式では、「3 学期は、『まとめ』と『準備』の学期です。3学期は、新

しく学習することももちろんありますが、これまで学習したことを自分のも

のにするために、もう一度確かめる学習もたくさんあります。そのことを『ま

とめ』をする、といいます。3学期が終わると、6年生は、中学校へ進学、5

年生以下は、一つずつ学年が進級します。そのための『準備』をしっかりと

しましょう。インフルエンザが流行る時期でもあります。健康管理に注意し

て、『まとめ』をしっかりとすることで、次の学年への『準備』をする、そんな 3 学期にしましょう。」

とお話しました。また、後期児童会長の小笠原茄乃さんは、「3 学期はともて短い学期ですが、次の学年

に向けてのまとめや 6 年生を送る会などの行事もあります。ケガやかぜに気をつけ次の学年の準備がで

きるようにがんばりましょう。」と全校児童に呼びかけました。 

 

 

 １月２４日(木)、矢巾町子ども議会が開催され、本校からは、工藤実紀さん、山影

湊さん、林下和真さん、佐藤琉香さんの 4名が議員に任命され参加しました。小学生

が参加するようになって 3 回目の今回も、矢巾町役場の議場で本番

さながらに質疑が行われました。 

 今年度は、学校単位にチームを組み、町の施策や町づくりの構想

等について質問や提言を行う形式で行われました。本校の豆議員チ

ームのテーマは、「観光ＰＲの取組について」。徳丹城の活用や、音

楽の町をより浸透させリピーターを増やすための取組について提言

を行いました。矢巾町のこれからを担う人材として，問題意識をも

ち，この貴重な経験を将来に活かしていってほしいと思います。 

 

 

 インフルエンザが猛威を振るっています。学校医さんの情報によると、町内でも先々週末から一気に患者数

が増えたとのことです。本校でもすでに先週 1クラスが学級閉鎖となりましたが、3学期が始ってから常に 10

数名がインフルエンザによる出席停止となっています。予防接種をしても罹患する児童もおりますし、Ａ型で

罹患しさらにＢ型に罹患するという児童もおります。重篤化しないためにも予防の徹底とともに十分な睡眠や

栄養による体調管理、さらに、体調の変化には早めの対応をよろしくお願いします。 
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▲児童代表でお話をする茄乃さん 

▲先頭バッターとして通告書を読み上げる湊さん 

 

 

 

 


